
大垣市

ヤ

地域おこし協力隊通信

一   マ  ン

4月号

Vol.7

令和 5年 4月 3園

丁EL 0584-45… 3113

(上石津地域事務所 地域政策課)

越譲Y畿畿雉陪膠購]鐵旗饒

製炭工程③窯本寄世 窯本の運搬

窯本を窯前へ運搬し並べることを窯木寄せ(かまいよせ)といいます。

昔は窯の前に倉庫があり、そこに寝かせて並べていたようです。手前

に背の低い窯木を、遠くにいくほど長い窯木を並べます。窯木は頭(立

本時に上になる方)を下に向けて並べます。

この作業も一人でできるのですが、きつちり立てているつもりでも、

寄りかかつて崩れてしまうときもよくあります。立てたときに切つた方

がいいところを見つけたり、師匠達には窯木寄せにも美学があるよう

で注意をうけたりします。

作業スペースが狭小のため窯本が農道にかかってしまつているので、

を通る方にはご迷惑をおかけし、大変申し訳ございません。

地区文化祭 上から

一之瀬地区文化祭

多良地区文化祭

時地区文化祭の

出店の様子

窯木寄せ

3躍 |よ崚医の文化祭:こお恐露魔させてしヽただきまれた。地轟

ごと|こ特色が制 興味;票かつたです。震示作品も美ししヽもの

や爾議しヽものがたくさんあり上石津務の文化の高さ麗 かが

えました。次国の文化祭も楽臥利こしております。

また、出鮨時|こ |よ多く勢方が声をか:すて頂き、ありがとうご

ざ嬬ヽました。昔の製羨の様子や蔵の使しヽ方を教えて要き、参考

:こなる議鶴たくさん鷺1サました。一つ一つ紹介したいのです

が、織面靱奮鱗合上書機 させて頂きます。

直接お気 でヽきるのは、出店のときくらしヽですので、とでも

貴重な願寺間でした。ありがとうござしヽました。

鍼灸師としての雑感 ～「螢」なんて読む～
螺蜂とも書きます。これはコオロギです。愛の漢字は「恐い」

の上と下に虫と書くので何だか嫌なイメージです。

中医学のインターネットで調べたところ、業にも使われていまし

た。用途は主に泌尿器関連です。禁忌 (禁止)事項には、少し毒が

あ
・
るので体が弱い人や妊婦さんは服用不可になつていました。 ま
た、子供が 10歳なら1日 1匹分 X10日間まで (日数=年齢)と
制限がありました。服用の際には医師や薬剤師にご相談ください。

中国ではコオロギのことを「将軍」とも書くそうです。「闘爆 (と

うしつ)」 と言って、2匹で戦わせて賭けをする遊びは有名ですね。
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時山炭ロゴマーク
私たちは SDらの活動を
応援しています

圏警曲麓蜀特徴

1.火力が強<、火持ちが良い

2.爆ぜに<い 」

3.バラ炭で使いやすい
畿拷 ・

●

4.煙が少なく室内でも安心 時山の厳しい自然環境により木々はゆっくり成長

し、製炭に適した木が育つことから、時山地区は古く

から木炭の生産地として栄えてきました。24時間燃

え続ける時山の樫炭は最高級品とされ、叩くとチン

チンと鳴り、「チンチン炭」とも言われました。

(換気には十分お気を付けください)

原木は択伐で採取します。幼い木は残し、粗密を

考慮し、太い木や成長しない弱い木などを選んで伐

採します。その結果、森の地面に光が入り、数年後、

草、低木、中木の芽が出て、植物の多様化につなが

ります。製炭は森林保全にも一役買っています。

岐阜薪間社様提供 区
Ｌ
＝
コ
＝
４
山一寸域

ｈ
じ■ｌЛ津石

‐ゴ市一日
一
■■大県阜＋又

‥
１ｌ
Ｗ

滋賀県と二重県の県境に位置し、集落は旧江州街

道と牧田川の谷筋に沿って形成され、斜面には石垣

が築かれ、家屋が段状に立ち並ぶ景観が特徴です。

関ケ原合戦の際に島津隊が退却した逸話や時山刺

し子、時山まつりなどの独自文化が残っています。

注文専用 QRコード

会員申込 QRコード

<ご注文・お問い合わせ先>
時山炭保存会(地域おこし協力隊 中村)

岐阜県大垣市上石津町時山 864-1
電 話:0584-45-3113
FAX:0584…45-3080

(大垣市上石津地域事務所地域政策課)

090-3834・-5362(中本寸)

区分 一般価格
サポーターズクラブ

割引価格

樫 1級

1級 350円 /kg 300円/kg

2級 300円 //kg 250円 /kg

時山炭価格表

樹種/1、 2 もに椿、欅、ナラ等の広葉樹

と,き

「

ずtみ

:《E)i 轟置菫轟

～ 24時間燃え続ける チンチン炭」を目指し

400円/kg 350円/b
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大垣市上石津地域時山地区で長年受け継がれてきた

「口寺 を伝統文化として後世に引き継ぐため、地域

炭保存会」を立ち上げ、地域おこし協力隊

に取り組んでいます。

をご理解いただき、郷土の伝統文化

つていただくとともに、時山地区

てくださるサポーター会員を

サポート
メンバーとして

会員証を

無料発行
(後日郵送)

時山炭サポーターズクラブ会員登録申込書 会員申込

回

回

一

ロ

一

ロ

入会費・年会費

有効期限なし

無料

時山炭
お試し品として
1級品1陶

無料進呈
(※後日のお渡し)

協力隊通信

ときヤーマン

だよりを発信
(Eメール登録者のみ)

<お問い合わせ>
時山炭保存会(地域おこし協力隊 中村 )

岐阜県大垣市上石津町時山 864-1
電 話10584-45-3113
FAX:0584-45-3080
(大垣市上石津地域事務所地域政策課 )

090-3834・ -5362(中本寸)

⌒

住 所 一Ｔ

氏 名
ふりがな

生年月日 年  月  日

電話番号(携帯電話)

Eメールアドレス @

Rコー

機鐵圏圏自■臼■自■自

日
Ｈ
ё

====コ

会員登録してお得に時山炭をご利 ください。

′特暮彰:

時山炭お買い

上げの際に

l kgあたり

50円引き
(一般価格から値引き)

炭づくり体験
などの

特別イベント

をご案内
(Eメール登録者のみ)


